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食糧調達も困難な中で
地域医療のため1,500人の
若手医師を沿岸部に派遣

前号より、東北大学副学長・医学
系研究科長・医学部長の職にある
時に東日本大震災が発生し、大学
は混乱を極めていたのですね。

山本　大震災で東北地方はこれ
からどうなるのだろうと心配でした。
　沿岸部の多くの病院が被災し、
医師不足も深刻でした。住民への
長期的な健康影響も予想されまし
た。宮城県南三陸町の公立志津
川病院（現・南三陸病院）では、医
療関係者を含めて約80人の方が
お亡くなりになりました。一方、津波
被害を免れた石巻赤十字病院で
は、廊下にベッドを並べて、医療を
続けていました。そのような中で、東
北大学病院は延べ1,500人の若
手医師を沿岸部の医療支援に
送っていました。
　大学病院は震災翌年の2012年
から総長に就かれた里見進病院
長が指揮を執り、私は医学部長と
して学内の復旧にあたっていました。
　また、全国からたくさんの暖かい
支援をいただきました。例えば、岡
山県の２つの農業高校からは、前
年が豊作だったのでといって、無
洗米を２トンも送って頂きました。こ
のような援助物資は、毎朝５時頃に
トラック便が着くので、私も早起きし
て荷下ろしを手伝っていました。

沿岸被災地の医療、学内、毎日の
食料をどうすればよいのか…未曽
有の事態ですね。

山本　被災した各地で、本学出
身の医師が閉院を考えていると
いったことも耳にもしました。どなた
も地域にとって大切な医療の担い
手です。医学部長は同窓会長でも
ありますので、同窓会に積み立て
ていたお金を、少額でしたが、被災
した方々にお見舞金として送りまし
た。やがて落ち着いた頃に、「お前
に励まされたよ」という手紙が届い
て、嬉しかったです。
　心が折れそうになることもたくさ
んありました。特に、１か月ほど経っ
て、みんなで励ましあいながら、研
究機材・機器や設備を元に戻した
頃に、最大余震があったのです。
せっかく戻した機器や書籍が床に
落ち、散乱しました。夜11時ごろの
余震で、この時は苦しかったです。
しかし、翌日朝6時頃から大学に行
き、７つある研究棟を一つひとつ歩
いてまわり、心を奮い立たせて、「こ
んなことには負ないよ」と声をかけ
て回りました。
　特に、顕微鏡は重量があるので
落下して壊れやすく、研究科全体
で400台くらいが全滅状態でした。
科学機器会社の皆様に直してくれ
ないかと連絡したところ、皆さん本
当に親切で、調整して修理できる
ものは「ボランティアで結構です」
と言って修理してくださったのです。
このときは大変感激でした。
　特定病原菌フリー（SPF）で飼
育していた遺伝子組換えマウスの
飼育管理も大変でした。結果的に、
多くの関係者の努力で、しっかりと
管理・維持することができました。
電気、ガス、水道などのライフライン
確保が困難な状況でしたので、

SPF条件を維持することが次第に
限界に近づいて行きました。しかし、
一旦SPFを崩すと、何年にもわ
たって本学の最先端研究が停滞
するので、なんとかマウス数を減ら
しながらSPFを維持しました。なお、
ご心配頂いていた、遺伝子組換え
マウスの管理区域外へ逃亡は全
くありませんでした。
　特に問題だったのは、床敷きや
動物ケージを滅菌するオートクレー
ブ（滅菌装置）用都市ガスの供給
が完全に止まったことでした。仙台
港地区にある仙台市営ガス港工
場が崩壊したのです。
　この問題を、筑波大学生命科
学動物支援センターの高橋智セン
ター長から、大量の滅菌した床敷
きを送って頂き、それを皆でバケツリ
レーして動物施設に運び込んだり、
また、新潟からのパイプラインを開
けて送られてきた最初の都市ガス
を頼み込んで分けてもらったりして、
なんとか乗り切りました。

被災者に寄り添いながら
創造的な復興と日本の
サイエンスを牽引する構想

山本　そうした中で、私のような医
学系研究者が中長期的に復興に
貢献できることは何だろうかと模索
しました。
　そして、復興に向け、東北地方
の発展に資する新たな目標を設定
し、日本のライフイノベーションをリー
ドする新規拠点機能を設定して、
被災地の復興と活性化に貢献しよ
うと考えました。震災発生からちょう
ど２週間経った３月25日、仙台にい

科学の
峰々

131

下

ストレス応答研究で世界的な業績を挙げ
震災復興の中でバイオバンクを設立
宇宙医学・生命科学研究も
開拓する先駆者

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 機構長・教授

山本 雅之 先生 に聞く
や ま も と ま さ ゆ き

取材日：2026年1月19日
　　　　日本科学機器協会会議室

聞き手	：	野村篤史	 日本科学機器協会 副広報委員長
		  夏目知佳子	日本科学機器協会 広報委員
		  梅垣喜通	 日本科学機器協会 顧問
		  岡田康弘	 日本科学機器協会 編集長
	 	（取材・撮影・編集協力：クリエイティブ・レイ㈱　安井久雄）

山本 雅之 先生のプロフィール
【学 歴・職 歴】
1979年	 東北大学医学部 卒業
1983年	 同大学院医学研究科 修了（医学博士）/ 米国ノースウエスタン大学 留学
1995年	 筑波大学 先端学際領域研究センター 教授
2007年	 東北大学 医学系研究科 医化学分野 教授
2008年	 東北大学 副学長 / 医学系研究科 研究科長 / 医学部 学部長
2012年	 東北メディカル・メガバンク機構 機構長（現在に至る）/ 日本学術会議会員
2015年	 東北大学 ディスティングイッシュトプロフェッサー
2017年	 日本生化学会 会長（2019年11月まで）
	 東北大学 未来型医療創成センター センター長（2022年3月まで）
2023年	 東北メディカル・メガバンク機構 分子医化学分野 教授
2024年	 JAXA有人宇宙技術部門宇宙医学研究ディレクタ
2025年	 東北大学 特別栄誉教授（現在に至る）

【主な受賞】
Leading Edge in Basic Science Award（2011年:北米毒性学会 SOT）
/東レ科学技術賞（2011年:東レ科学振興会） 
上原賞（2012年:上原記念生命科学財団）/紫綬褒章:2012年）　
日本腎臓財団 学術賞（2013年）/高峰記念第一三共賞（2013年） 
日本学士院賞（2014年）
日本毒性学会 特別賞（2016年）
柿内三郎記念賞（2017年:日本生化学会）
Highly Cited Researcher 2018, 2019, 2020, 2021 ,2022, 2023,2024,2025 （Clarivate Analytics）
Award for Research Excellence; 

（2020年:FAOBMB Federation of Asia and Oceania Biochemistry and Molecular Biology）
河北文化賞「生体の酸化ストレス応答機構の解明」（2021年:河北文化事業団）
Lester Packer Award （2021; Society for Free Radical Research International）
International Space Station Research Award （2021）
Honorary Doctorate, University of Eastern Finland （2022）
Kunio Yagi Lecture （2022; IUBMB Congress Lisbon）
安藤百福賞 優秀賞（安藤スポーツ・食文化振興財団 2023）
Annual Research Award 2023 （Society for Free Radical Research-Europe, June 8, 2023） 
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た教授会メンバーと議論をしました。
今になって思えば、この頃は私たち
が試されていた時でもあったと思い
ます。

世界をリードする最先端
バイオバンクの設立構想

山本　ただ壊れたものを元に戻す
ということでなく、創造的復興の必
要性を認識することが大切でした。
ゴールデンウィーク頃に、ようやく東
北新幹線が動き出して、上京する
ことができました。そこで、関係各省
に支援の御礼を伝えてまわる中で、
東北メディカル・メガバンク構想を伝
えました。

東北メディカル・メガバンクの設立
を決めた当初、どのような意義を
持つものだとお考えでしたか。

山本　地震と津波で被災した
方々の健康を見守り、最先端の未
来型医療を迅速にお届けるような
システムを実現したいと考えました。
最先端のプロジェクトであり、何より
も被災から力強く立ち上がろうとし
ている皆さんのためになるプロジェ
クトを実現しようという強い思いがあ
りました。
　「最先端未来型医療」の代表

例は「個別化医療」と「個別化予
防」、即ち、個人に合わせた医療
や予防を実施することだと思いま
す。そのためには、個人の設計図
であるゲノム情報の取得が必須に
なります。それは、国民の健康を守
るための、また学術の発展・産業の
振興のための基盤になり、創造的
復興のプロジェクトとして大きな意
義を持つものになると考えました。

2011年当時、海外ではゲノムコ
ホート、バイオバンクのようなものは
あったのでしょうか。

山本　イギリスでは、2006年から
UKバイオバンクというゲノムコホー
トとバイオバンクを複合したプロジェ
クトが先進的に始まっていました。
コホートというのは、研究のために

　地域住民コホートには、被災地
の方 を々中心に宮城県５万人、岩
手県３万人、計８万人を、また、三
世代コホートには、妊婦を中心に、
子・親・祖父母の三世代で、計７万
人をリクルートしました。妊婦さんや
子どもさんは、震災弱者でもあり、そ
ういう方々の健康を長期にわたっ
て調べて、健康管理に貢献すべき
であると考えたのです。
　こうして約15万人をリクルートしま
した。UKバイオバンクでは行ってい
なかったフォローアップ（追跡）、つま
り５年おきに再来所、再々来所を行
うという方針をとり、現在もそれを実
施中です。また、家族歴に紐つい
たデータが利用できます。

統一したオミックスデータや
他の健康情報との連携が
ゲノム情報の活用には必須

山本　もう一つ計画立案時に、重
要と考えたことがあります。最先端
ゲノムコホートとバイオバンクでは、
参加者のゲノムデータに加えて、オ
ミックスデータや厚みのある健康情
報の収集が必須であるということ
です。ゲノム解析情報を最大限に
活用するためには、厚みのある他
の情報が必須です。オミックス情報
とは、RNA、タンパク質、代謝産物
といった生体分子を網羅的に解析
した情報ですが、このデータが大
変有用です。こうしたデータを、方
法論が揃っていて、互いに比較で
きる形で持つことが必要です。即ち、
単一SOP（スタンダーﾄ ・゙オペレー
ション・プロトコル）で取得したデー
タが貴重です。

集まっている人々の集団を表す言
葉です。前向きに追跡を実施する
ので、（いつでも前に進んで行く）
ローマ帝国軍の集団を表す言葉
を転用しています。UKバイオバンク
は、一般住民の方々に参加しても
らってコホートを作り、ゲノム解析を
して、得られるゲノム情報を医療や
科学の発展に役立てようという試
みです。
　私たちは、被災地の皆さんに寄
り添っていくためには、このUKバイ
オバンクのようなゲノムコホート事業
が適していると考えました。UKバイ
オバンクをベンチマークしながら、そ
こで不十分だったことを東北メディ
カル・メガバンク計画に取り入れて
いこうと考えたのです。
　大要は２つ。１つは参加者の健
康状態や転帰の追跡をしっかりと
行うこと、そして、もう一つは参加者
の家族情報も活用していくことです。
　東北メディカル・メガバンクでは、
戦略的に２種類のコホートを準備
し、震災被災地である宮城県・岩
手県の住人に参加して頂きました。
１つは地域住民コホート、もう１つは
三世代コホートです。

　このことは、最近政府が推進し
ているAI for Scienceを発展させ
るためにも大切です。AIを解析に
使おうとしても、分析方法や使用し
た機械が違うデータの寄せ集めで
は正確で画期的な結果は得られ
ません。AI for Scienceには、質の
高い粒度が揃ったデータの収集
が必須なのです。

質の高い解析データに、
生体試料と情報を併せた
「複合バイオバンク」

山本　粒度の揃ったデータを収集
するため、東北メディカル・メガバン
クでは、バンク内に解析センターを
設置しました。高額な最先端機器
が、このようなインハウスで大規模な
ゲノム・オミックス解析を行う場にあ
ることが、調達面や利便性からも有
益です。このように考えて、東北メ
ディカル・メガバンクは質の高い大
規模解析データ・情報を利用者に
提供する仕組みを作り上げました。
　私たちは、広範囲でしっかりとし
た追跡調査を実施すること、また、

母子健康手帳やレセプト情報など
の公的な健康情報の取得（「リン
ケージ」と呼びます）を積極的に行
い、厚みのある健康関連データを
作り上げ、それらを利用者に提供
することを目標にしています。こうし
たことを実施しようと決断して、この
仕組みのことを「複合バイオバンク

（Integrated Biobank）」と命名し
ました。

発足してから15年目になりますが、
世界的にこうしたゲノムのバイオ
バンクの動きはあるのでしょうか。

山本　東北メディカル・メガバンク
のような複合バイオバンクは、今や
世界の潮流になっています。ゲノム
解析のデータを集めた人数でいう
と、最初に研究を進めたUKバイオ
バンクは50万人ですが、追跡が不
十分のように見えます。アメリカでは、
All of USというプロジェクトがあり、
対象は100万人ですが、ベースライ
ン検査に深みがありません。シンガ
ポールでは複合バイオバンクを国
策で実施していて、現在10万人の

東北大学医学系研究科の災害対策本部　2011/３/25　（山本先生前列中央）

東北メディカル・メガバンクは未来型医療の実現を目指して設立

東北メディカル・メガバンクは解析センターを併設して解析情報も分譲する複合バイオバンク
（Integrated Biobank）である
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全ゲノム解析を完了しています。
今後の目標は50万人と聞いてます。
　私たちの東北メディカル・メガバ
ンクは、参加者数は15万人ですが、
この参加者たちは分厚い健康
データとオミックスデータと併せて
持っていて、また、追跡が可能です。
さらに、参加者の家系情報も利用
可能な仕組みを持っています。私
たちは、先に挙げた先進国のバイ
オバンクと比較して全く遜色のない、
国際的に最先端の複合バイオバン
クを作り上げたと自負しています。
東北メディカル・メガバンク発の論
文数は右肩上がりに増えていて、
その引用数も大きく増加しています。
　私たちのバイオバンクでは、ゲノ
ム情報は個人特定できないように
取り扱われています。ゲノム・オミック
ス情報は解析センターで、匿名ID
に変換されています。このIDと実
名情報の変換表は、ごく限られた
人間しか知ることができないように
なっています。

解析される情報は、具体的にどの
ような種類があるのでしょうか。

山本　最も重要なのは、質問票か
ら得られる情報です。質問票は、
食事を含む生活習慣、心理機能
検査、災害の経験など、多岐に及
ぶ領域をカバーしています。かなり
分厚く、答えてくださっている参加
者の方々には頭が下がりです。
　参加者からは、血液、尿、唾液、
歯垢、母乳などを頂いています。ま
た、血液検査・生化学検査・生理
機能検査・認知機能検査・MRI・
歯科検診も行っています。さらに、メ

タボロームという代謝物のデータ、
プロテオームというタンパク質の
データ、メタゲノムという共生細菌
のデータ、エピゲノムというメチル化
DNAのデータもあります。全ゲノム
解析は、10万人の解析を達成し、
12万人の解析が終了に近づいて
います。
　また、血液由来Bリンパ球の不
死化細胞、Tリンパ球の増殖細胞
も５千人以上の規模で作出しまし
た。さらに、京都大学iPS細胞研究
所と協力して、数は少ないですが、
iPS細胞の作成も行っています。

産学連携による統合解析
コンソーシアムを設立
12万人の解析を完了予定

10万人を超えるゲノム解析とは、
膨大な数ですね。

山本　簡単ではありませんでした。
2021年に統合解析コンソーシアム
を立ち上げ、製薬企業５社と協力
して全ゲノム解析計画を実施しま
した。製薬企業の方々は、熱心に
協力してくれ、多額の出資をしてく

ださいましたが、それでも到底足り
ませんでしたので、さらに公的資金
の支援を頂いて、この解析ができま
した。
　お陰様で、2024年４月に参加者
10万人の全ゲノム解析を完了しま
した。その際に、東京で記者会見を
しましたら、科学新聞が「メガバンク
を応援することは国益に資する」と
いう記事を書いてくれました。感激
しました。ほどなく、12万人の解析を
完了する予定です。

メガバンクが実現する
未来型の「個別化予防」
「個別化医療」とは

ゲノムが分かれば、個人間で異な
る病気の罹患リスクが分かるとい
うことでしょうか。

山本　そうです。2013年に俳優の
アンジェリーナ・ジョリーさんが、ご自
分の遺伝子を調べたところ、高い
確率で将来乳がん・卵巣がんにな
るというリスクを知り、乳房と卵巣の
予防切除手術を行ったニュースは
広く知られています。同様に、私ども

のバイオバンク参加者の方々で、そ
ういう遺伝的リスク情報の提供を
希望する方がおられるならば、それ
をお伝えすることが出来るのでは
ないかと考えました。
　そこで、全ゲノム解析が５万人
に到達したところで、乳がん・卵巣
がん・遺伝性の大腸がんの遺伝的
リスク回付事業に取り組みました。
これらがんの遺伝的リスクを非常
に厳しく判定した結果、５万人中
217人が該当したのです。この数
は非常に厳しく判定した結果であ
り、いわゆる普通レベルの判定だと
500人ほどにリスクが認められまし
た。即ち、約１％の方にこれらのが
んの遺伝的なリスクが認められたと
いうことになります。
　この217人の中には、自分には
遺伝的リスクを伝えないで欲しいと
いう方、また、多忙で対応できない
という方もおられましたので、それら
以外の111人にリスク情報を回付
し、また、東北大学病院で精密検
査を推奨しました。その結果、３名
の早期乳がんを発見し、７名の方
が卵巣の予防切除手術を希望さ
れました。この取り組みは、わが国
において前例のない挑戦的なもの
であり、個別化ゲノム先制医療の
社会実装を大きく加速するものと
思います。
　参加された方の反応を意義深く
感じました。「ありがとうございます」

「予防ができるので大変よかった
です」といった言葉をいただき、こち
らが感極まりました。これが発展し
ていけば、全国民が個別化された
予防策や医療を受けることが出来
ると思います。

世界に先駆けて
宇宙でマウスを飼育する
宇宙ストレス軽減の実験

さらに山本先生は、JAXAと連携
して“宇宙ストレス”を軽減するた
めの研究でも世界的な成果をあ
げられています。

山本　前号でもお話した、NRF2と
いう環境由来ストレスから体を防衛
する転写因子に関わるものです。
　きっかけは、血管壁の細胞は血
液が流れている限り摩擦ストレスを
受けていますが、それに対して
NRF2は防衛機能を発揮している
ことが明らかになったことです。
　そこで、宇宙での微小重力ストレ
スに対する生体防御にも、NRF2
が役立っているのではないかと考
えました。
　代表的な宇宙ストレスは、微小
重力、宇宙放射線、さらに、狭い所
に閉じ込められることです。また、宇
宙では地上の数十倍の速度で加
齢変化が進行すると報告されてい
ます。実際に、宇宙航空研究開発
機構（JAXA）の宇宙飛行士で、
最近、国際宇宙ステーション（ISS）
に約６か月間宇宙に滞在してきた
古川聡先生は、医師でもあります
が、帰還後に話をしたら、「山本先
生、宇宙で年をとりましたよ！」と話し
ていました。
　私は、「宇宙ストレスがNRF2活
性化により緩和されるのではない
か」という仮説を立て、そのことを
実証しようと考えて、NRF2の遺伝
子欠失マウスの宇宙旅行を計画
したのです。

そして、宇宙にマウスを打ち上げ
たのですか？

山本　はい。2015年にJAXAが
国際宇宙ステーション「きぼう」実
験棟で行う実験を公募しました。
宇宙環境で加齢に関係した実験
を行うことは、日本が直面している
高齢社会に立ち向かうために有用
なモデルとなると思い、それに応募
して、運良く採択されました。
　2018年に、マウスをSpX-14号機
に載せて、ケネディ宇宙センターか
ら打ち上げました。NRF2を持って
いる、即ち、ストレス抵抗性を持って
いる野生型マウスを６匹、NRF2を
欠失した（ノックアウト）マウスを６匹
の合計12匹です。１カ月間宇宙に
滞在した後、全匹が無事に帰還し
た時はうれしかったですね。

　ここで皆さんに質問です。宇宙
でマウスを飼育すると飼育ケージの
中はどうなっているか分かりますか？

宇宙は無重力なので…いろいろな
ものが浮いてしまうのでしょうか？

山本　そうなのです。糞は浮き、尿
も粒となって浮いていて、不潔に
なっています。そうならないように、
JAXAと三菱重工が素晴らしい装
置を作ってくれました。ケージに上
から下に向かって弱く風を流して、
糞をメッシュ床の下に貯める、一方、
尿は両端の壁のパットで吸い取る、
餌は壁に埋め込んで漂わなくする
など、マウスにとって清潔かつ快適
な環境で飼育することができました。
　無事に地上に帰ってきたマウス東北メディカル・メガバンク機構棟（東北大学星稜キャンパス内）



産学官との連携 産学官との連携

科学機器　№934　2026.4 科学機器　№934　2026.4

複合バイオバンクの生体試料と
解析データはアカデミアや
産業界など皆さんが様々に利用できる
社会のインフラなのです

の解析から、実際にNRF2発現が
宇宙で活性化していること、NRF2
の標的遺伝子群が宇宙生活に重
要な働きをしていること、などが明ら
かになりました。即ち、私たちの仮
説が実証されました。
　宇宙では、重力負荷が非常に
小さいために、骨や筋が急速に減
少します。また、急速に加齢変化が
進行します。これは、地上の寝たき
りの患者に起きることとよく似ている
と思います。即ち、宇宙環境での
微小重力の研究成果は、地上に
おける寝たきり患者の医療を考え
るためのデータとして有用です。特
に、筋肉や骨の加齢を抑えるような
薬やデバイスの開発に宇宙環境
が役立つ可能性があります。

宇宙生物学のデータを
共有するバイオバンク発足

山本　先ほど、東北メディカル・メガ
バンクのことを話しましたが、それを
参考にして、もう１つバイオバンクを

作りました。それが、宇宙生命科学
統合バイオバンク（ibSLS）です。
　宇宙での実験は多くの有用な
知見をもたらしてくれますが、誰でも
宇宙での実験が出来るわけではあ
りません。そこで、これまでの宇宙
実験で得ることができた網羅的な
解析データをこのibSLSに置いて、
宇宙実験を実施していない研究
者でも、自分の仮説の検証に挑め
るようにしたらどうかと考えました。ま
た、宇宙マウス実験の情報やサン
プルを共有するとともに、それらを
東北メディカル・メガバンクが保有
するヒトの大規模なデータと比較
対照することを可能にしました。こ
のことよって、新たな知見の創出に
挑む動きが生まれることを期待して
います。
　こうした宇宙での取り組みに対
して、ISS Research Award 2021
という賞をいただきました。これは
NASAやJAXA、ESA（欧州宇宙
機関）など、ISSに参加している機
関のプロジェクの中から選ばれ、賞

が与えられるもので、2021年には
私たちプロジェクトの研究が、ISS
の医学・生物における優れた成果
として選ばれました。

大学人の専門性を
社会のみんなが使える
インフラに活用する

科学機器の開発について、感じる
ことはございますか。

山本　私は、大学人が持つ専門
性を活用して科学機器を開発し、
それらをみんなが使えるインフラに
なるように技術移転していくことが
大切だと思います。実際に、私は新
しいコンセプトの微量顕微注入装
置を開発して、ドイツのライカ本社に
も招かれたことがあります。みんな
に使ってもらって、学術の進歩に繋
がればうれしいという思いでした。
　バイオバンクの構築も同じです。
先進的な複合バイオバンクは、大
学人の専門性がなければ出来な

いものですが、私たちだけが使うの
ではなく、それを広く社会に開き、学
術の振興や産業の発展に役立て
てもらうことが大切です。社会のイ
ンフラとなること、国の礎になること、
を実現していくべきと思っています。
　現代の高額な最先端機器は、
１人の研究者では購入したり、維
持・管理したりしていくことが出来ま
せん。共通実験機器として、みんな
で使えるようにする体制が必要だ
と思います。私自身、研究科長をし
ていた頃から、高額な機械や装置
は、共通実験室に設置し、みんな
が使えるような仕組みにすることを
励行してきました。また、先進的な
複合バイオバンクでは、そのような
先端機器で解析した情報を利用
者に提供する努力が大切です。

科学機器のメーカーへ、要望がご
ざいましたらお聞かせください。

山本　読者の方がもし政治家の
方と話す機会があるのでしたら、
必ず伝えてほしいことがあります。

「政府調達制度」を廃止してもらえ
ないでしょうか。国立大学が1000
万円程を超える機械を買おうと思う
と、必ず150日の公示期間を置くよう
に決められていて、先端設備の導
入に非常に時間がかかるのです。
私立大学や民間企業は２週間で
購入できるものが、私たちは半年か
ら１年かかります。この制度を止め
ないと、日本の国立大学・研究開
発法人の競争力・研究力は伸びま
せん。最新鋭の機械を使うのが、
欧米に比べて必ず１年遅れになる
からです。

　もう１つ科学機器についてのエ
ピソードがあります。小動物生体イ
メージング装置IVISというものがあ
ります。もう20年以上前のことです
が、資料を見せてもらうと有用そう
なので、米国でもそれ程普及して
いない時期に、日本での第1号を
購入したのです。実際に有用な装
置で、それを使って論文に載せる
データをたくさん取得しました。それ
もあってか、結果的にこの装置は
たいへんな数が普及したと聞いて
います。良いデータが取れるので、
この面からも学術の進歩に貢献で
きたかなと思っています（笑）。

理科教育に大切な
「自然の原理を発見した喜び」
を伝えたい

理科教育について感じることがご
ざいましたら、お聞かせください。

山本　「自然の原理」には、非常
に巧妙にベールがかけられている
と思います。私たちは、その巧妙に
隠されたものを探しに行き、真実や
仕組みを発見するべく研究をして
います。そこに発見の喜びがある
のだと思います。

　私は学生とともに働き、彼らに
「自然の法則を明らかにすることの
喜び、その醍醐味」を教えてあげ
たいと思っています。学生に「必ず
仮説を立ててから実験に取り掛か
るように」と伝えています。
　一方、大学院生レベルで教えな
ければならないのは批判精神です。
一流ジャーナルの論文が言ってい
るから、偉い先生が言ったから、と
いってその主張が本当だと簡単に
信じてはいけないのです。批判精
神の次には、自分の考えを作らな
ければいけません、その際に重要
なのは、実証主義だと教えていま
す。実験して、データをきちんと出す
という、実証能力を身に着けてもら
いたい。さらに、凝り固まった自分だ
けのバイアスで物事を判断しない
で、実験データを正しく解釈する合
理主義を身につけて頂きたいと
思っています。合理的に考えて疑う
余地がなくなった時に、実験結果
が正しいのだと確信できます。さま
ざまな物事の成り立ちを澄んだ目
で見る能力を身に付けてもらうよう
に話しています。

世界をリードする最先端バイオバ
ンクの今後に期待いたします。

次号「科学の峰々」では、横浜国立大学 工学研究院 教授 太田 裕貴先生にお話を伺います。

宇宙生命科学統合バイオバンク
（ibSLS; Integrated Biobank for Space 
Life Science）
宇宙医学・生物学に関連するデータやサン
プルの共有を促進し、東北メディカル・メガ
バンクに代表される大規模ヒトバイオバンク
のデータとの連携を強化するためのプラット
フォームとなる国際宇宙ステーションでのマウス飼育の様子 (Suzuki et al. Commun Biol 2020より)


